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2019年3月期第2四半期連結累計期間業績予想値と実績値の差異 

並びに通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

2018年8月9日に公表した2019年3月期第2四半期連結累計期間業績予想値（2018年4月1日～

2018年9月30日）と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向等を踏まえ、2019年3月期（2018年4月1日～2019年3月31日）の連結業

績予想及び配当予想を下記のとおり修正することとしましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

１．2019年3月期第2四半期連結累計期間業績予想値と実績値の差異（2018年4月1日～2018年9

月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
百万円 

11,196 

百万円 

135 

百万円 

△114 

百万円 

△232 

円 銭 

△9.34 

実 績 値 ( B ) 11,442 16 △363 △544 △21.89 

増  減  額 ( B － A ) 246 △119 △249 △312 － 

増 減 率 ( % )  2.2% △88.2% － － － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2018 年 3 月 期 第 ２ 四 半 期 ) 
9,649 △354 △557 △532 △21.35 

２．2019年3月期通期連結業績予想値の修正（2018年4月1日～2019年3月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
百万円 

22,445 

百万円 

1,412 

百万円 

1,073 

百万円 

2,210 

円 銭 

88.96 

今 回 発 表 予 想 ( B ) 22,835 660 143 1,337 53.78 

増  減  額 ( B － A ) 390 △752 △930 △873 － 

増 減 率 ( % )  1.7% △53.3% △86.7% △39.5% － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

( 2 0 1 8 年 3 月 期 ) 
20,574 818 755 1,820 73.11 

 

 



                                 
３．配当予想の修正 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 
円 銭 

6.00 

円 銭 

26.00 

円 銭 

32.00 

今 回 発 表 予 想  10.00 16.00 

当 期 実 績 6.00   

(ご 参 考 )前 期 実 績 

( 2 0 1 8 年 3 月 期 ) 
3.00 21.00 24.00 

 

４．差異及び修正理由 

（1）第2四半期連結累計期間業績予想値と実績値の差異理由 

営業利益につきましては、主に外航海運事業において、バラスト水処理装置の設置に係る費

用を修繕費に計上したことにより、前回発表予想を下回ることとなりました。経常利益につき

ましては、営業利益の減少に加え、為替差損を計上したことにより、前回発表予想を下回るこ

ととなりました。 

なお、倉庫・運送事業及び不動産事業については概ね前回発表予想通りに進捗しております。 

 

（2）通期連結業績予想値の修正理由 

   上記（1）に加えて、外航海運事業におけるスモールハンディ船の市況が想定を下回って推移

していることや、修繕費の見直しによる費用の増加等を反映したことにより、前回発表予想を

修正しております。 

 

（3）配当予想の修正理由 

    今回の業績予想修正に伴い、当社の利益配分に関する基本方針（2017 年 5月12 日公表）の

とおり、年間配当金（合計）を配当性向30%基準の16円に修正しております。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

また、2019年３月期第１四半期連結会計期間より、表示方法の変更を行っており、前期実績（2018 

年３月期）についても当該表示方法の変更を反映した組替え後の数値を記載しております。 

以上 


